
ー
偽
℃
博

○
：
　
…
…
…
…
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い

・
・
…
…
・
：
　
・
…
O
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ま
つ
か
な

り
ん
ご
の

ほ
っ
ぺ
た
が

歩
い
て
く
る

次
か
ら
次
へ

春
が
入
学
式
と
い
つ
し
ょ
に

や
っ
て
き
た

ま
だ
つ
ぼ
み
の

か
わ
い
い
こ
ど
も
た
ち

何
と
し
て
で
も

交
通
事
故
か
ら

守
っ
て
や
り
た
い

ひ
と
つ
の
ね
が
い

四
月
一
H
　
年
度
始
め

　
　
　
　
市
政
の
ス
タ
ー
ト

四
月
一
日
～
ヒ
H

　
　
　
　
春
の
火
災
予
防
運
動

四
月
四
日
　
小
中
学
校
入
学
式

四
月
六
日
～
十
五
日

　
　
　
　
春
の
全
国
交
通
安
全

　
　
　
　
運
動

四
月
七
日
　
世
界
保
健
デ
ー

輩蝉

づ

四
月
八
日
　
花
ま
つ
り

四
月
十
日
　
婦
人
週
間

四
月
十
一
日
メ
ー
ト
ル
法
公
布
記

　
　
　
　
念
日

四
月
十
六
日
　
科
学
技
術
週
間

四
月
二
十
日
　
逓
信
記
念
日
、
郵

　
　
　
　
　
便
週
間

四
月
二
十
二
日
～
二
十
九
日

　
　
　
　
　
愛
宕
山
さ
く
ら
ま

　
　
　
　
　
つ
り

人，口

（　）内は

前月との比較

増減

世帯数”，149（＋12）

人口50，229（＋50）

男　24，168（＋35）

女26，061（＋15）

薗積211．44K㎡



q℃薄

（2）とおかまち

グラフで見る

今年度の予算

　3月6日から3月
23日まで開かれた市

議会定例会で、昭和

48年度予算がきまり

4月から昭和48年度
市政のスタートがき

られました。

歳
翫

十
日
町
市
の
「
木
」
を
募
集

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
十
日
町
市

を
代
表
す
る
と
思
わ
れ
る
木
（
市
の

木
）
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

（第3種郵便物認可）昭和48年4月15日

税
税
債
金
入
金
金
繍
他

　
付
　
出
　
出
　
手

　
交
　
支
収
　
越
測
の

　
方
　
庫
　
支
　
金

市
地
市
国
諸
県
繰
髄
そ

　
応
募
方
法
は
ハ
ガ
キ
に
一
人
一
点

と
し
、
そ
の
簡
単
な
理
由
を
記
載
し

住
所
、
氏
名
’
年
令
を
明
記
の
上
、

四
月
末
日
ま
で
に
十
日
町
市
役
所
内

「
市
の
木
」
選
定
委
員
会
（
担
当
市

農
林
課
）
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
選
定
方
法
は
、
市
の
木
選
定
委
員

会
で
「
市
推
奨
の
木
」
四
～
五
種
程

度
を
選
定
し
、
こ
の
な
か
か
ら
市
の

木
を
選
出
し
ま
す
。

　
な
お
入
選
者
に
は
つ
ぎ
の
賞
金
を

さ
し
あ
げ
ま
す
。
入
選
し
た
市
の
木

の
応
募
者
が
二
人
以
上
の
場
合
は
抽

選
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

◇
「
市
推
奨
の
木
」
の
入
選
者
で
選

　
定
樹
種
ご
と
に
各
一
名
へ
三
千
円

◇
「
市
の
木
」
の
入
選
一
名
へ
一
万

　
円「
市
推
奨
の
木
」
の
遇
定
基
準

　
①
市
民
と
関
係
が
深
く
特
色
あ
る

　
木
。
②
当
市
の
産
業
経
済
と
関
連

　
が
あ
り
、
十
日
町
市
の
イ
メ
ー
ジ

　
と
な
る
木
。
③
市
で
緑
化
推
進
の

　
た
め
、
今
後
導
入
、
増
殖
し
た
い

　
木
。

い
い
呼
び
名
が
あ
り
ま
せ
ん
か

総
合
福
祉
セ
ソ
タ
！
の
名
称
を
募
集

　
五
月
一
日
の
開
館
を
目
標
に
津
南

町
芦
ガ
崎
地
内
に
建
設
中
の
「
十
日

町
地
域
広
域
総
合
福
祉
セ
ソ
タ
ー
」

の
名
称
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
名

称
を
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

　
応
募
方
法
は
、
は
が
き
に
名
称
と

ぼく痛くないよ
　　空濃些で血液型検査

　南部保育園（水沢）の母の会はカンガル
ーの会をつくり、母子いっしょに交通マ
ナーの勉強をつづけていますが、このほ
どお母さんと子どもたち92名が中条病院
で血液検査をうけました。
　その結果は、カンガルーワッペンの裏
側に記入し、いざという時に助けあいた
いとしていますが、なによりも交通事故
を起こさないよう、みんなで誓いあって
います。

血
液
型
検
査
を
う
け
る
親
子

そ
の
理
由
を
簡
単
に
記
入
し
、
住
所

氏
名
を
明
記
、
十
日
町
市
役
所
内
十

日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
（
千
歳
町

三
丁
目
三
番
地
）
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。
応
募
期
限
は
四
月
末
日
ま
で
。

　
入
選
者
に
は
、
記
念
品
を
（
特
選

一
名
、
佳
作
六
名
）
贈
呈
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
地
域
広

域
事
務
組
合
（
奮
七
ー
一
三
一
一

番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

　
印
鑑
証
明
等
の
手
数

　
料
が
五
十
円
に
な
り

　
ま
し
た

　
三
月
の
定
例
市
議
会
で
手
数
料
条

例
が
つ
ぎ
の
と
お
り
改
正
さ
れ
、
四

月
一
日
か
ら
、
印
，
鑑
証
明
、
住
民
票

の
写
、
身
分
証
明
、
納
税
証
明
等
各

種
証
明
書
の
手
数
料
が
四
十
円
か
ら

五
十
円
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

市
の
制
度
金
融

の
ご
利
用
を

対
　
象
　
市
内
中
小
商
工
業
者

申
込
先
　
市
商
工
課
、
商
工
会
議

　
　
　
　
所
、
＊
沢
商
工
会

□
産
業
育
成
資
金
（
運
転
資
金
）

　
貸
付
限
度
額
百
万
円
　
貸
付
期

間
一
年
以
内
　
利
率
年
七
％
　
償

還
方
法
三
ヵ
月
一
括
返
済
ま
た
は

月
賦
返
済
　
保
証
人
一
名

口
中
小
企
業
振
興
資
金

u
設
備
資
金
“

　
貸
付
限
度
三
百
万
円
　
貸
付
期

間
三
年
以
内
　
利
率
年
七
・
五
％

償
還
方
法
六
ヵ
月
据
置
三
十
ヵ
月

均
等
償
還
　
保
証
人
二
名

“
商
店
街
等
近
代
化
資
金
“

　
貸
付
限
度
三
百
万
円
　
貸
付
期

間
六
年
以
内
　
利
率
年
七
・
五
％

償
還
方
法
一
ヵ
年
据
置
六
十
ヵ
月

均
等
償
還
　
保
証
人
二
名
（
担
保
）

”
運
転
資
金
“

　
貸
付
限
度
額
二
百
万
円
　
貸
付

期
間
二
年
以
内
　
利
率
年
七
・
五

％
　
償
還
方
法
月
賦
償
還
　
保
証

人
二
名

山
火
事
に
ご
注
意

　
県
内
各
地
で
山
火
事
が
相
つ
い

で
い
ま
す
。
山
火
事
の
原
因
は

「
た
ば
こ
」
「
た
き
び
」
な
ど
の

不
注
意
に
よ
る
も
の
が
大
部
分
で

す
。
山
に
入
る
と
き
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

（第3種郵便物認可）昭和48年4月15日

米の生産調整
．
”
9
　
㌦
櫨
野

　
　
乞

　
米
生
産
調
整
も
四
年
目
を
迎
え
、

本
年
の
米
生
産
調
整
数
量
千
四
百
五

十
七
ト
ソ
、
米
の
予
約
限
度
数
量
六

千
五
百
七
十
七
ト
ン
が
十
日
町
市
に

割
り
当
て
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
米
生
産
調
整
数
量
の
割

り
当
て
に
つ
い
て
、
市
は
去
る
三
月

二
十
九
日
の
農
事
連
絡
員
会
議
を
通

じ
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
本
年
は
各

農
家
別
の
目
標
数
量
は
示
さ
ず
、
減

反
希
望
者
か
ら
だ
け
配
布
済
み
の
米

生
産
調
整
実
施
計
画
書
を
提
出
し
て

い
た
y
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
こ
の
数
を
も
っ
て
本
市
の
目

標
割
り
当
て
数
量
と
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
補
助
金
額
に
つ
い
て
は
昨
年

と
同
様
で
す
が
、
米
の
予
約
限
度
数

量
は
昭
和
四
十
六
年
、
四
十
七
年
の

産
米
政
府
買
入
実
績
数
、
お
よ
び
自

主
流
通
米
実
績
数
の
ニ
カ
年
平
均
数

量
に
一
律
按
分
率
を
乗
じ
て
算
出
し

ま
し
た
。
こ
の
予
約
限
度
数
量
に
つ

い
て
は
、
部
落
内
で
調
整
を
し
て
、

そ
の
数
を
農
事
連
絡
員
を
通
し
て
市

農
林
課
ま
で
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
本
年
で
単
純
休
耕
は
最
後
と

な
り
ま
す
が
、
新
規
に
休
耕
、
転
作

す
る
水
田
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
昨

年
に
引
き
続
い
て
休
耕
、
転
作
す
る

水
田
面
積
も
必
ず
米
生
産
調
整
実
施

計
画
書
に
記
入
し
て
、
来
る
五
月
二

十
日
ま
で
に
市
農
林
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

非
農
家
の
方
も
農
事
連
絡
員
あ
る
い

は
市
農
林
課
ま
で
お
い
で
い
た
だ
き

米
生
産
調
整
実
施
計
画
書
に
記
入
、

提
出
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
．

市
政
に
生
の
声
を
反
映

、
噌
7
　
　
、

あ
り
が
と
う
ホ
ー
ム
ヘ

今
日
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

の
訪
問
日
。
朝
の
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ

に
鼻
歌
を
歌
い
な
が
ら
汚
な
い
仕
事

や
面
倒
な
仕
事
の
山
を
み
る
み
る
消

化
し
、
掃
除
、
整
と
ん
も
済
ま
し
て

く
れ
る
。
み
ず
か
ら
と
び
込
ま
れ
た

道
と
は
い
え
仕
事
の
時
も
話
し
合
う

時
も
、
誠
意
や
熱
意
が
、
肌
で
感
じ
ら

レ
．
、
1
さ

ノ
　
ノ
　
　
　
　
ん

れ
る
の
は
、
M
さ
ん
が
仕
事
に
誇
り

を
持
っ
て
い
ら
れ
る
故
だ
ろ
う
か
。

　
と
に
か
く
、
欲
し
い
も
の
が
す
ぐ

目
の
前
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
自
分

で
手
に
と
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う

な
人
に
と
っ
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
は
、
流
行
語
が
び
っ
た
り
「
私

の
神
様
」

嚢

で
あ
り
、
生
き
甲
斐
で

　
　
あ
る
。

　　　　　漣漣㌔”…

老人の世話をするホームヘルハー

　
お
金
で
買
う
こ

と
の
で
ぎ
な
い
心

の
拠
り
ど
こ
ろ
を

得
て
、
私
は
、
筆

舌
に
尽
く
し
難
い

幸
福
と
、
感
謝
の

日
々
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い

る
。
　
（
文
・
市
内

重
度
障
害
者
A
）

i
行
政
相
談
員
を
設
置
1

とおかまち（3）

ー
厨

吻

r
’

　
　
～

　
　
　
／

　
市
で
は
、
市
民
課
に
相
談
係
を
お

い
て
み
な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
き

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
積
極
的
に
地
域

住
民
の
な
か
に
と
び
込
ん
で
、
意
見

や
要
望
を
聞
き
、
市
政
に
反
映
さ
せ

た
い
と
い
う
考
え
で
こ
の
ほ
ど
各
地

域
ご
と
に
行
政
相
談
員
を
設
置
し
ま

し
た
。
な
お
、
市
民
課
相
談
係
で
は

今
ま
で
ど
お
勃
市
民
相
談
に
応
じ
て

い
窪
す
の
で
ご
利
用
い
た
だ
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
行
政
相
談
員
と
担
当
区
域

口
全
市
域
　
市
民
課
相
談
係
（
市
役

　
　
　
　
　
　
所
正
面
玄
関
左
側
）

□
中
条
地
域
　
越
村
己
則
（
中
条
公

民
館
常
駐
）
□
下
条
地
域
　
藤
田
幸

作
（
下
条
出
張
所
主
任
）
□
川
治
地

域
　
鈴
木
貞
次
（
川
治
公
民
館
常
駐
）

口
吉
田
地
域
太
田
義
英
（
吉
田
出

張
所
嘱
託
）
口
六
箇
地
域
　
俵
山
弘

　
（
六
箇
出
張
所
嘱
託
）
口
水
沢
地
域

村
山
公
一
（
水
沢
出
張
所
主
任
）

　　　もっともっと長生きしてください

　　　　市長が福島さん（100歳）を激励

福島リサさん（中条峠）は去る3月21日JOO歳の誕生日

をむかえました。市長もさっそく長寿のお祝いにかけつけ

「元気でもっと長生きしてください」と激励。お祝いの毛

布を贈りました。リサさんは、いたって健康一．

昔からはだかで寝る習慣が体を丈夫にしたんでしょうと語

ってくれました。ともあれ・ひ孫の結婚をなによりも楽し

みにしている福島さんでした。

“
も
っ
と
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
”
と
市
長

か
ら
固
い
握
手
と
激
励
を
う
け
る
福
島
さ
ん

輸
出
関
連
中
小
企
業

緊
急
融
資
制
度
の
ご

利
用
を

融
資
取
扱
い
期
間

昭
和
四
＋
八
年
十
月
末
日
ま
で

　
（
受
付
昭
和
四
＋
八
年
九
月
末

日
ま
で
）

　
▽
融
資
対
象
者
“
指
定
業
種
の

中
小
企
業
者
で
、
被
害
確
認
書
の

あ
る
も
の
。
　
（
確
認
書
は
市
商
工

課
で
発
行
）
▽
資
金
使
途
“
運
転

資
金
で
滞
貨
、
減
産
、
転
換
等
に

必
要
な
資
金
▽
償
還
期
間
“
原
則

と
し
て
四
年
以
内
。
た
だ
し
必
要

あ
れ
ば
五
年
以
内
（
据
置
期
間
含

む
）
▽
融
資
条
件
“
利
率
は
一
定

限
度
ま
で
特
利
が
適
用
さ
れ
る
▽

特
利
“
当
初
三
年
間
は
年
六
．
二

％
、
四
年
目
以
降
年
六
・
七
％
▽

特
利
限
度
額
“
一
千
万
円
ま
で
▽

融
資
金
額
”
五
百
万
円
ま
で
全
額

特
利
、
融
資
金
額
が
五
百
万
円
超

の
部
分
％
相
当
額
▽
融
資
限
度
“

　
一
般
貸
付
と
別
枠
で
貸
し
付
け
る

も
の
と
し
、
中
小
企
業
金
融
公
庫

二
千
万
円
、
国
民
金
融
公
庫
五
百

万
円
（
商
工
中
金
は
貸
付
限
度
の

制
限
な
し
）
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（2）とおかまち

グラフで見る

今年度の予算

　3月6日から3月
23日まで開かれた市

議会定例会で、昭和

48年度予算がきまり

4月から昭和48年度
市政のスタートがき

られました。

歳
翫

十
日
町
市
の
「
木
」
を
募
集

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
十
日
町
市

を
代
表
す
る
と
思
わ
れ
る
木
（
市
の

木
）
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

（第3種郵便物認可）昭和48年4月15日

税
税
債
金
入
金
金
繍
他

　
付
　
出
　
出
　
手

　
交
　
支
収
　
越
測
の

　
方
　
庫
　
支
　
金

市
地
市
国
諸
県
繰
髄
そ

　
応
募
方
法
は
ハ
ガ
キ
に
一
人
一
点

と
し
、
そ
の
簡
単
な
理
由
を
記
載
し

住
所
、
氏
名
’
年
令
を
明
記
の
上
、

四
月
末
日
ま
で
に
十
日
町
市
役
所
内

「
市
の
木
」
選
定
委
員
会
（
担
当
市

農
林
課
）
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
選
定
方
法
は
、
市
の
木
選
定
委
員

会
で
「
市
推
奨
の
木
」
四
～
五
種
程

度
を
選
定
し
、
こ
の
な
か
か
ら
市
の

木
を
選
出
し
ま
す
。

　
な
お
入
選
者
に
は
つ
ぎ
の
賞
金
を

さ
し
あ
げ
ま
す
。
入
選
し
た
市
の
木

の
応
募
者
が
二
人
以
上
の
場
合
は
抽

選
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

◇
「
市
推
奨
の
木
」
の
入
選
者
で
選

　
定
樹
種
ご
と
に
各
一
名
へ
三
千
円

◇
「
市
の
木
」
の
入
選
一
名
へ
一
万

　
円「
市
推
奨
の
木
」
の
遇
定
基
準

　
①
市
民
と
関
係
が
深
く
特
色
あ
る

　
木
。
②
当
市
の
産
業
経
済
と
関
連

　
が
あ
り
、
十
日
町
市
の
イ
メ
ー
ジ

　
と
な
る
木
。
③
市
で
緑
化
推
進
の

　
た
め
、
今
後
導
入
、
増
殖
し
た
い

　
木
。

い
い
呼
び
名
が
あ
り
ま
せ
ん
か

総
合
福
祉
セ
ソ
タ
！
の
名
称
を
募
集

　
五
月
一
日
の
開
館
を
目
標
に
津
南

町
芦
ガ
崎
地
内
に
建
設
中
の
「
十
日

町
地
域
広
域
総
合
福
祉
セ
ソ
タ
ー
」

の
名
称
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
名

称
を
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

　
応
募
方
法
は
、
は
が
き
に
名
称
と

ぼく痛くないよ
　　空濃些で血液型検査

　南部保育園（水沢）の母の会はカンガル
ーの会をつくり、母子いっしょに交通マ
ナーの勉強をつづけていますが、このほ
どお母さんと子どもたち92名が中条病院
で血液検査をうけました。
　その結果は、カンガルーワッペンの裏
側に記入し、いざという時に助けあいた
いとしていますが、なによりも交通事故
を起こさないよう、みんなで誓いあって
います。

血
液
型
検
査
を
う
け
る
親
子

そ
の
理
由
を
簡
単
に
記
入
し
、
住
所

氏
名
を
明
記
、
十
日
町
市
役
所
内
十

日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
（
千
歳
町

三
丁
目
三
番
地
）
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。
応
募
期
限
は
四
月
末
日
ま
で
。

　
入
選
者
に
は
、
記
念
品
を
（
特
選

一
名
、
佳
作
六
名
）
贈
呈
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
地
域
広

域
事
務
組
合
（
奮
七
ー
一
三
一
一

番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

　
印
鑑
証
明
等
の
手
数

　
料
が
五
十
円
に
な
り

　
ま
し
た

　
三
月
の
定
例
市
議
会
で
手
数
料
条

例
が
つ
ぎ
の
と
お
り
改
正
さ
れ
、
四

月
一
日
か
ら
、
印
，
鑑
証
明
、
住
民
票

の
写
、
身
分
証
明
、
納
税
証
明
等
各

種
証
明
書
の
手
数
料
が
四
十
円
か
ら

五
十
円
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

市
の
制
度
金
融

の
ご
利
用
を

対
　
象
　
市
内
中
小
商
工
業
者

申
込
先
　
市
商
工
課
、
商
工
会
議

　
　
　
　
所
、
＊
沢
商
工
会

□
産
業
育
成
資
金
（
運
転
資
金
）

　
貸
付
限
度
額
百
万
円
　
貸
付
期

間
一
年
以
内
　
利
率
年
七
％
　
償

還
方
法
三
ヵ
月
一
括
返
済
ま
た
は

月
賦
返
済
　
保
証
人
一
名

口
中
小
企
業
振
興
資
金

u
設
備
資
金
“

　
貸
付
限
度
三
百
万
円
　
貸
付
期

間
三
年
以
内
　
利
率
年
七
・
五
％

償
還
方
法
六
ヵ
月
据
置
三
十
ヵ
月

均
等
償
還
　
保
証
人
二
名

“
商
店
街
等
近
代
化
資
金
“

　
貸
付
限
度
三
百
万
円
　
貸
付
期

間
六
年
以
内
　
利
率
年
七
・
五
％

償
還
方
法
一
ヵ
年
据
置
六
十
ヵ
月

均
等
償
還
　
保
証
人
二
名
（
担
保
）

”
運
転
資
金
“

　
貸
付
限
度
額
二
百
万
円
　
貸
付

期
間
二
年
以
内
　
利
率
年
七
・
五

％
　
償
還
方
法
月
賦
償
還
　
保
証

人
二
名

山
火
事
に
ご
注
意

　
県
内
各
地
で
山
火
事
が
相
つ
い

で
い
ま
す
。
山
火
事
の
原
因
は

「
た
ば
こ
」
「
た
き
び
」
な
ど
の

不
注
意
に
よ
る
も
の
が
大
部
分
で

す
。
山
に
入
る
と
き
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
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米の生産調整
．
”
9
　
㌦
櫨
野

　
　
乞

　
米
生
産
調
整
も
四
年
目
を
迎
え
、

本
年
の
米
生
産
調
整
数
量
千
四
百
五

十
七
ト
ソ
、
米
の
予
約
限
度
数
量
六

千
五
百
七
十
七
ト
ン
が
十
日
町
市
に

割
り
当
て
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
米
生
産
調
整
数
量
の
割

り
当
て
に
つ
い
て
、
市
は
去
る
三
月

二
十
九
日
の
農
事
連
絡
員
会
議
を
通

じ
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
本
年
は
各

農
家
別
の
目
標
数
量
は
示
さ
ず
、
減

反
希
望
者
か
ら
だ
け
配
布
済
み
の
米

生
産
調
整
実
施
計
画
書
を
提
出
し
て

い
た
y
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
こ
の
数
を
も
っ
て
本
市
の
目

標
割
り
当
て
数
量
と
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
補
助
金
額
に
つ
い
て
は
昨
年

と
同
様
で
す
が
、
米
の
予
約
限
度
数

量
は
昭
和
四
十
六
年
、
四
十
七
年
の

産
米
政
府
買
入
実
績
数
、
お
よ
び
自

主
流
通
米
実
績
数
の
ニ
カ
年
平
均
数

量
に
一
律
按
分
率
を
乗
じ
て
算
出
し

ま
し
た
。
こ
の
予
約
限
度
数
量
に
つ

い
て
は
、
部
落
内
で
調
整
を
し
て
、

そ
の
数
を
農
事
連
絡
員
を
通
し
て
市

農
林
課
ま
で
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
本
年
で
単
純
休
耕
は
最
後
と

な
り
ま
す
が
、
新
規
に
休
耕
、
転
作

す
る
水
田
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
昨

年
に
引
き
続
い
て
休
耕
、
転
作
す
る

水
田
面
積
も
必
ず
米
生
産
調
整
実
施

計
画
書
に
記
入
し
て
、
来
る
五
月
二

十
日
ま
で
に
市
農
林
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

非
農
家
の
方
も
農
事
連
絡
員
あ
る
い

は
市
農
林
課
ま
で
お
い
で
い
た
だ
き

米
生
産
調
整
実
施
計
画
書
に
記
入
、

提
出
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
．

市
政
に
生
の
声
を
反
映

、
噌
7
　
　
、

あ
り
が
と
う
ホ
ー
ム
ヘ

今
日
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

の
訪
問
日
。
朝
の
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ

に
鼻
歌
を
歌
い
な
が
ら
汚
な
い
仕
事

や
面
倒
な
仕
事
の
山
を
み
る
み
る
消

化
し
、
掃
除
、
整
と
ん
も
済
ま
し
て

く
れ
る
。
み
ず
か
ら
と
び
込
ま
れ
た

道
と
は
い
え
仕
事
の
時
も
話
し
合
う

時
も
、
誠
意
や
熱
意
が
、
肌
で
感
じ
ら

レ
．
、
1
さ

ノ
　
ノ
　
　
　
　
ん

れ
る
の
は
、
M
さ
ん
が
仕
事
に
誇
り

を
持
っ
て
い
ら
れ
る
故
だ
ろ
う
か
。

　
と
に
か
く
、
欲
し
い
も
の
が
す
ぐ

目
の
前
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
自
分

で
手
に
と
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う

な
人
に
と
っ
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
は
、
流
行
語
が
び
っ
た
り
「
私

の
神
様
」

嚢

で
あ
り
、
生
き
甲
斐
で

　
　
あ
る
。

　　　　　漣漣㌔”…

老人の世話をするホームヘルハー

　
お
金
で
買
う
こ

と
の
で
ぎ
な
い
心

の
拠
り
ど
こ
ろ
を

得
て
、
私
は
、
筆

舌
に
尽
く
し
難
い

幸
福
と
、
感
謝
の

日
々
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い

る
。
　
（
文
・
市
内

重
度
障
害
者
A
）

i
行
政
相
談
員
を
設
置
1

とおかまち（3）

ー
厨

吻

r
’

　
　
～

　
　
　
／

　
市
で
は
、
市
民
課
に
相
談
係
を
お

い
て
み
な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
き

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
積
極
的
に
地
域

住
民
の
な
か
に
と
び
込
ん
で
、
意
見

や
要
望
を
聞
き
、
市
政
に
反
映
さ
せ

た
い
と
い
う
考
え
で
こ
の
ほ
ど
各
地

域
ご
と
に
行
政
相
談
員
を
設
置
し
ま

し
た
。
な
お
、
市
民
課
相
談
係
で
は

今
ま
で
ど
お
勃
市
民
相
談
に
応
じ
て

い
窪
す
の
で
ご
利
用
い
た
だ
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
行
政
相
談
員
と
担
当
区
域

口
全
市
域
　
市
民
課
相
談
係
（
市
役

　
　
　
　
　
　
所
正
面
玄
関
左
側
）

□
中
条
地
域
　
越
村
己
則
（
中
条
公

民
館
常
駐
）
□
下
条
地
域
　
藤
田
幸

作
（
下
条
出
張
所
主
任
）
□
川
治
地

域
　
鈴
木
貞
次
（
川
治
公
民
館
常
駐
）

口
吉
田
地
域
太
田
義
英
（
吉
田
出

張
所
嘱
託
）
口
六
箇
地
域
　
俵
山
弘

　
（
六
箇
出
張
所
嘱
託
）
口
水
沢
地
域

村
山
公
一
（
水
沢
出
張
所
主
任
）

　　　もっともっと長生きしてください

　　　　市長が福島さん（100歳）を激励

福島リサさん（中条峠）は去る3月21日JOO歳の誕生日

をむかえました。市長もさっそく長寿のお祝いにかけつけ

「元気でもっと長生きしてください」と激励。お祝いの毛

布を贈りました。リサさんは、いたって健康一．

昔からはだかで寝る習慣が体を丈夫にしたんでしょうと語

ってくれました。ともあれ・ひ孫の結婚をなによりも楽し

みにしている福島さんでした。

“
も
っ
と
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
”
と
市
長

か
ら
固
い
握
手
と
激
励
を
う
け
る
福
島
さ
ん

輸
出
関
連
中
小
企
業

緊
急
融
資
制
度
の
ご

利
用
を

融
資
取
扱
い
期
間

昭
和
四
＋
八
年
十
月
末
日
ま
で

　
（
受
付
昭
和
四
＋
八
年
九
月
末

日
ま
で
）

　
▽
融
資
対
象
者
“
指
定
業
種
の

中
小
企
業
者
で
、
被
害
確
認
書
の

あ
る
も
の
。
　
（
確
認
書
は
市
商
工

課
で
発
行
）
▽
資
金
使
途
“
運
転

資
金
で
滞
貨
、
減
産
、
転
換
等
に

必
要
な
資
金
▽
償
還
期
間
“
原
則

と
し
て
四
年
以
内
。
た
だ
し
必
要

あ
れ
ば
五
年
以
内
（
据
置
期
間
含

む
）
▽
融
資
条
件
“
利
率
は
一
定

限
度
ま
で
特
利
が
適
用
さ
れ
る
▽

特
利
“
当
初
三
年
間
は
年
六
．
二

％
、
四
年
目
以
降
年
六
・
七
％
▽

特
利
限
度
額
“
一
千
万
円
ま
で
▽

融
資
金
額
”
五
百
万
円
ま
で
全
額

特
利
、
融
資
金
額
が
五
百
万
円
超

の
部
分
％
相
当
額
▽
融
資
限
度
“

　
一
般
貸
付
と
別
枠
で
貸
し
付
け
る

も
の
と
し
、
中
小
企
業
金
融
公
庫

二
千
万
円
、
国
民
金
融
公
庫
五
百

万
円
（
商
工
中
金
は
貸
付
限
度
の

制
限
な
し
）



O
臥
博

（4）とおかまち

健
康
は

身
近
な

健
康
管
理
か
ら

　
わ
た
し
た
ち
が
、
健
康
で
働
け
る

と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。

　
健
康
管
埋
は
、
自
分
の
た
め
ば
か

り
で
な
く
、
家
族
の
た
め
に
も
是
非

や
っ
て
お
き
た
い
こ
と
の
ひ
と
つ
で

す
．

　
市
役
所
で
は
、
み
な
さ
ん
の
病
気

の
予
防
、
早
期
発
見
な
ど
の
た
め
に

七
人
の
保
健
婦
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
、
み

ん
な
が
健
康
で
し
あ
わ
せ
に
す
ご
す

た
め
に
は
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
と
い
う
心
が
け
が
大
切
で
す
。

次
の
よ
う
に
す
る
の
も
ひ
と
つ
の
方

法
で
す
。
学
校
、
家
庭
、
友
だ
ち
の

と
こ
ろ
、
ど
こ
で
読
ん
で
も
よ
い
か

ら
、
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
読
ん
だ

ら
題
名
の
下
に
で
も
し
る
し
を
つ
け

る
（
正
の
字
を
書
く
こ
と
な
ど
も
よ

い
）
。
正
確
に
読
む
よ
う
に
す
る
に

は
、
字
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
読
む
の
で

な
く
、
お
そ
く
て
も
よ
い
か
ら
こ
と

ば
と
し
て
、
あ
る
い
は
文
と
し
て
読

む
よ
う
に
さ
せ
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う
。
低
学
年
で
し
た
ら
、
面
白
い
話

な
ど
暗
唱
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
、
家

族
に
身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
い
れ
て
話
し

て
聞
か
せ
る
く
ら
い
ま
で
読
ま
せ
て

み
た
い
も
の
で
ナ
。

　
市
保
健
課
で
ま
と
め
た
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
医
療
状
況
を
み
ま
す

と
、
昭
和
四
十
六
年
度
中
の
受
診
件

数
が
十
一
万
件
、
総
医
療
費
は
四
億

五
千
三
百
万
円
に
達
し
ま
し
た
。
ま

た
、
昭
和
四
十
七
年
五
月
現
在
の
乳

児
と
六
十
歳
以
上
の
疾
病
状
況
を
み

ま
す
と
、
次
表
の
よ
う
に
乳
児
は
呼

吸
器
系
が
四
十
三
・
八
％
を
し
め
、

六
十
歳
以
上
の
老
人
で
は
高
血
圧
、

動
脈
硬
化
な
ど
が
四
十
三
・
八
％
と

ト
ッ
プ
を
し
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
疾
病
状
況
を
考
慮
に
入

れ
、
み
な
さ
ん
自
身
の
健
康
管
理
を

行
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。

（第3種郵便物認可）昭和48年4月15日

＼
？
・

乙
～
だ

本をすらすら

　読ませよう

　
小
学
生
に
、
国
語
の
教
科
書
、
絵

本
、
漫
画
、
な
ん
で
も
よ
い
か
ら
読

ん
で
き
か
せ
て
も
ら
ハ
、
て
み
て
ぜ
だ

さ
い
。
は
じ
め
て
開
い
た
と
こ
ろ
を

す
ら
す
ら
と
読
め
ろ
子
ど
も
さ
ん
で

し
た
ら
ま
ず
ひ
と
安
心
し
て
よ
い

（
学
年
相
応
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

と
、
教
科
書
が
程
度
を
ぎ
め
て
く
わ

ま
す
）
。
さ
て
、
読
め
な
い
と
き
は

60歳以上の人の疾病状況

高血圧、脳いっ血、動脈硬化
など
　　　（43．8％）　　　　　　　　　ノ

乳児の疾病状況

歯、胃腸疾患

　（14．0％）

1、1撃鹸
その他

（18。3％1

皮ふ疾患
（25，3％1

眼、耳

の疾患
“3．0％〕郷

糞
鋸

臓騨鷺緯擁難鱒難
き講禰餐勲ぎ馴交集に勢穫嚢灘難、i繋

　　　　　　　　　　　　　・11県

呼吸器系

（43．8％）

消
費
者
物
価
調
査

に
ご
協
力
を

　
こ
の
調
査
は
県
民
の
消
費
生
活
に

直
接
つ
な
が
り
の
あ
る
四
百
三
十
品

目
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

価
格
や
料
金
を
調
査
し
、
消
費
者
物

価
指
数
の
算
出
や
、
物
価
に
関
す
る

資
料
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
県
の
経
済
諸
施
策
の
基
礎
資
料

に
す
る
目
的
で
行
な
わ
れ
る
わ
け
で

す
。
今
年
度
か
ら
は
毎
月
調
査
す
る

こ
と
に
な
り
、
十
日
町
市
で
は
つ
ぎ

の
三
名
の
調
査
員
が
各
店
舗
お
よ
び

家
賃
調
査
世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
員
氏
名

　
　
　
小
海
　
義
輝
（
川
原
町
）

　
　
　
小
杉
　
広
作
（
美
雪
町
三
）

　
　
　
若
井
　
新
助
（
田
川
町
二
）

青
年
の
船
団
員
を
募
集

　
総
理
府
主
催
の
昭
和
四
十
八
年
青

年
海
外
派
遣
、
青
年
の
船
団
員
を
募

集
し
ま
す
。

期
限
　
四
月
二
十
五
日
（
新
潟
県
民

　
生
部
青
少
年
福
祉
課
必
着
）

く
わ
し
い
こ
と
は
市
教
委
社
会
教
育

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
四
月
一
日
付
市

　
役
所
人
事
異
動

　
　
課
長
級
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

▽
農
林
課
長
、
農
委
事
務
局
長
併
任

　
池
馴
耕
平
（
農
林
課
長
補
佐
）
▽

水
道
課
長
　
阿
部
十
郎
（
衛
生
課

長
）
▽
衛
生
課
長
　
池
田
士
郎
（
衛

生
セ
ソ
タ
ー
長
）
▽
教
委
庶
務
課
長

　
服
部
泰
（
水
道
課
長
補
佐
）
▽
監

査
委
員
事
務
局
長
　
野
上
忠
吉
（
教

委
庶
務
課
長
）
▽
参
事
、
行
政
相
談

員
　
鈴
木
貞
次
（
監
査
事
務
島
長
）

▽
衛
生
セ
ン
タ
ー
長
　
山
田
熊
治

（
農
委
事
務
局
次
長
）
▽
総
務
課
付

行
政
相
談
員
　
越
村
巳
則
（
農
林
課

長
）
▽
総
務
課
付
下
条
出
張
所
主
任

　
藤
田
幸
作
（
水
道
課
長
）
。

旭
ヶ
丘
団
地
分
譲

住
宅
・
分
譲
宅
地

を
募
集

τ

“

2
〆些～

』…対一【

～
臨ll

　
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、

昭
和
四
十
八
年
度
市
内
中
条
旭
ヵ

丘
団
地
の
分
譲
住
宅
（
生
命
保
険

付
）
と
分
譲
宅
地
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
　
四
月
二
十
日
～
四
月
三
十
日

申
し
込
み
先
　
市
役
所
環
境
開
発

　
　
　
　
　
課

募集戸数、面積及び予定価格

種　類 募集区画数
1区画の
面　　積

㎡　当　り

単　　　価 分譲価格
生命保険っき

分譲宅地 6
225㎡
（約68坪）

4，960円 1，120千円

分譲宅地 10
207㎡
（約62坪）

4，960円 1，027千円

生命保険つき分譲住宅6戸（建物）は木造二階建
分譲予定価格1棟351万円～452万円

（第3種郵便物認可）昭和48年4月15日とおかまち（5）

水
道
料
金
が
か
わ
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
i
水
道
事
業
に
．
こ
協
力
を
ー

　
水
道
料
金
の
改
定
が
三
月
の
市
議

会
で
こ
れ
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

い
ま
の
水
垣
料
金
は
昭
和
四
十
年
に

ぎ
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
に
拡
張
事
業
等
に
よ
る
起
債
借
入

額
は
三
億
五
千
万
円
に
の
ぼ
り
、
こ

の
償
還
利
息
は
二
千
三
百
万
円
に
も

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
諸

物
価
の
上
昇
は
つ
い
に
昭
和
四
十
六

年
度
に
お
い
て
、
製
造
原
価
は
収
入

料
金
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
Q

　
水
道
料
金
は
公
共
料
金
と
し
て
、

市
民
生
活
に
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る

だ
け
に
料
金
改
定
は
、
で
ぎ
る
だ
け

さ
け
た
い
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
い

か
に
諸
経
費
の
節
減
と
合
理
化
を
図

っ
て
も
、
運
営
は
苦
し
い
も
の
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て

こ
の
財
政
の
建
て
な
お
し
を
図
る
た

成人式は5月13日

め
料
金
改
定
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で

す
。
収
支
の
不
均
衡
を
解
消
し
、
財

政
の
建
て
直
し
を
図
っ
て
健
全
な
事

家庭用改定料金早見表（2ヵ月

業
運
営
を
行
な
う

た
め
、
な
に
と
ぞ

市
民
の
み
な
さ
ん

の
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

水量 旧料金
新　料　金

水量 旧料金
新　料　金

13％ 16％ 13％ 16％
20㎡まで 600 700 760 45 1，350 1，700 1，760

22 660 780 840 50 1，500 1，900 1，960

24 720 860 920 55 1，650 2，100 2，160

26 780 940 1，000 60 1，800 2，300 2，360

28 840 1，020 1，080 65 1，950 2，500 2，560

30 900 1，100 1，160 70 2，100 2，700 2，760

32 960 1，180 1，240 75 2，250 2，900 2，960

34 1，020 1，260 1，320 80 2，400 3，100 3，160

36 1，080 1，340 1，400 90 2，700 3，500 3，560

38 1，140 1，420 1，480 100 3，000 3，900 3，960

40 1，200 1，500 1，560 200 6，000 7，900 7，960

現在、隔月検針、集金制をとっています。

改定料金表
口径別 基本料金（月） 超過融

13脇 350円（10㎡まで）

1㎡に
っき

40円

16％ 380円（〃）

20％ 480円（〃〉

25％ 580円（ψ）

30％ 680円（・）

40％ goo円
従量
料金
1㎡に
つき

50％ 1，600円

75％ 3，000円

100胎 4，300円

推
進
委
員
制
度
を
発
足

市
交
通
安
全
対
策
会
議

　
市
交
通
安
全
対

策
会
議
は
、
こ
の

ほ
ど
、
交
通
安
全

推
進
員
制
度
を
発

足
さ
せ
、
六
十
人

の
委
員
か
委
嘱
し

て
交
通
モ
ニ
タ
ー

的
な
役
割
を
は
た

し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
母
と
子
で

交
通
マ
ナ
ー
を
勉

強
す
る
会
（
カ
ン
ガ
ル
ー
の
会
）
の

拡
充
強
化
や
地
区
交
通
安
全
座
談
会

を
開
く
な
ど
の
交
通
安
全
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
五
月
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

事
故
防
止
を
中
心
と
し
、
無
謀
運
転

の
追
放
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
交
通
安
全

運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

カ
ン
ガ
ル
ー
の
会
発
会
式

（
4
8
・
4
・
7
　
水
沢
中
央
保
育
所
で
）

L
P
ガ
ス
（
プ
ロ
パ
ン
）

ガ
ス
は
メ
ー
タ
！

Nx

置
暴
ミ
§
『
輔
§
ミ
責
嚢
§
§
N
N
§
N
匿
N
ミ
N
§
N
N
N
輔
輌
N
N
N
§
N
N
N
N
N
輔
團
N
§
§
§
N
N
N
隔
匿

昭和48年度の成人式は5月13日に市民体育館

で行ないます。該当者は昭和27年4月2日～

昭和28年4月i日までに生まれたみなさんで

す。該当されている方で案内の届いていない

方は、十日町市公民館（盈7－50ロ番）へご

連絡ください。

　新成人学級
市公民館では、成人式の該当者を対象に「性

と結婚」の間題を考える新成人学級を開いて

います。期：笥は4月旧日から7月まで毎週水

曜日夜7時一9時まで。会場は市公民館です

仲間をさそっておでかけください。

　　新潟県美術展覧会作品を募集

5月24日か∈）7月16日まで、新潟市、三条市

村上市、佐和田町を会場に開かれる第28回新

潟県美術展覧会の出品作品をつぎのとおり募

集しています。多数ご応募ください。出品目

録等の照会は返信切手を添え、新潟日報事業

部（新潟市東中通1）へ。

搬入受付

　5月19日～20日の午前9時30分～午後4時

　
書
　
芸
　
工
　
塑
　
彫

ゆ
　
　
　
　
ち

付
画
受
版

で
　
、

館
画
物
洋

博
　
、
術
画
真

美
本
写

県
日

潟
　
　
　
、

新
晶
道

　
作

出品手数量1点1，000円1点増すごとに500円

去
る
二
月
一
日
か
ら
重
量
販

売
を
メ
ー
タ
ー
販
売
に
切
り

か
え
ま
し
た
。

　
二
月
一
日
以
前
か
ら
重
量

に
よ
り
販
売
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
特
別
の
場
合
を
除
き

昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
全
部
メ
ー
タ
ー

の
設
置
を
完
了
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

十日町青年学級生募集
～25才の勤労青年を対象に青年学級生を募集して

の

は、お早めに市公民館にお申し込みください。

才
す
者

15

ま
望

　
い
希

自治会活動（随㈲

曜偏
ブ
球

ラ
ク
卓

●

　羽　球

　排球

●行事（随時1

　県外研修

　キャンブ

　文化祭など

●学級だより
　（毎月）

オ全体学習（火曜1　　コース別学習（木曜）
15

●ジユニア　　　i＊グヲレープ誌i灘補佐
16グルーブ、職場、　全暇、友達、性、　！　　　　　　　　i　阿部啓一

趣嚇ど、ミサン順4火）…月丁1jx　…（・B）

糖誌礁霧llii塗三壷
19一≦第4火）●社会罐騰i醗蕾玖の学習i実糞聾陽
　講師捕佐　　　　　　＿＿＿＿＿＿、＋、　　　ノー
2。大島酬・B）鮮言踊孕民i糞廼穫ち鮮習i郷慧各

●エル外懸掌膨、聖学鯉慢ちの学習麟壽㌔
21
　　日常的・実益的　●文化　　　　　　i＊文芸誌　　　　　i実業高校

　　な一般擁　読書・演劇備1もくようび　i野本郁太郎

22ミーテング　驚術図峯・サンi＿／　i吉雷串談

23（　磨繍窯ケ＿／i＋畢騨
24轄蕩師　舘耀、蕪食親擬ちの学習i実蒙齢代

　　　　　　　　　●茶道　　　　　　i＊研究誌　　　　　i茶華道教授
　　　　　　　　　作法、茶道　　　：わたしたちの学習：　田村泰宏
25

固定資産税の納期が1カ月延長

　固定資産税と都市計画税の第1期分の納期は4月末日と

なっていますが、1ヵ月延長し5月末日といたします。こ

れは昭和48年度の地方税法の一部改正案が国会で審議され

ており、その成立が4月中旬頃と見込まれているためです。

　　ご協力をお願いします。　（税務課）　　　　　　　　、



O
臥
博

（4）とおかまち

健
康
は

身
近
な

健
康
管
理
か
ら

　
わ
た
し
た
ち
が
、
健
康
で
働
け
る

と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。

　
健
康
管
埋
は
、
自
分
の
た
め
ば
か

り
で
な
く
、
家
族
の
た
め
に
も
是
非

や
っ
て
お
き
た
い
こ
と
の
ひ
と
つ
で

す
．

　
市
役
所
で
は
、
み
な
さ
ん
の
病
気

の
予
防
、
早
期
発
見
な
ど
の
た
め
に

七
人
の
保
健
婦
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
、
み

ん
な
が
健
康
で
し
あ
わ
せ
に
す
ご
す

た
め
に
は
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
と
い
う
心
が
け
が
大
切
で
す
。

次
の
よ
う
に
す
る
の
も
ひ
と
つ
の
方

法
で
す
。
学
校
、
家
庭
、
友
だ
ち
の

と
こ
ろ
、
ど
こ
で
読
ん
で
も
よ
い
か

ら
、
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
読
ん
だ

ら
題
名
の
下
に
で
も
し
る
し
を
つ
け

る
（
正
の
字
を
書
く
こ
と
な
ど
も
よ

い
）
。
正
確
に
読
む
よ
う
に
す
る
に

は
、
字
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
読
む
の
で

な
く
、
お
そ
く
て
も
よ
い
か
ら
こ
と

ば
と
し
て
、
あ
る
い
は
文
と
し
て
読

む
よ
う
に
さ
せ
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う
。
低
学
年
で
し
た
ら
、
面
白
い
話

な
ど
暗
唱
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
、
家

族
に
身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
い
れ
て
話
し

て
聞
か
せ
る
く
ら
い
ま
で
読
ま
せ
て

み
た
い
も
の
で
ナ
。

　
市
保
健
課
で
ま
と
め
た
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
医
療
状
況
を
み
ま
す

と
、
昭
和
四
十
六
年
度
中
の
受
診
件

数
が
十
一
万
件
、
総
医
療
費
は
四
億

五
千
三
百
万
円
に
達
し
ま
し
た
。
ま

た
、
昭
和
四
十
七
年
五
月
現
在
の
乳

児
と
六
十
歳
以
上
の
疾
病
状
況
を
み

ま
す
と
、
次
表
の
よ
う
に
乳
児
は
呼

吸
器
系
が
四
十
三
・
八
％
を
し
め
、

六
十
歳
以
上
の
老
人
で
は
高
血
圧
、

動
脈
硬
化
な
ど
が
四
十
三
・
八
％
と

ト
ッ
プ
を
し
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
疾
病
状
況
を
考
慮
に
入

れ
、
み
な
さ
ん
自
身
の
健
康
管
理
を

行
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。

（第3種郵便物認可）昭和48年4月15日

＼
？
・

乙
～
だ

本をすらすら

　読ませよう

　
小
学
生
に
、
国
語
の
教
科
書
、
絵

本
、
漫
画
、
な
ん
で
も
よ
い
か
ら
読

ん
で
き
か
せ
て
も
ら
ハ
、
て
み
て
ぜ
だ

さ
い
。
は
じ
め
て
開
い
た
と
こ
ろ
を

す
ら
す
ら
と
読
め
ろ
子
ど
も
さ
ん
で

し
た
ら
ま
ず
ひ
と
安
心
し
て
よ
い

（
学
年
相
応
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

と
、
教
科
書
が
程
度
を
ぎ
め
て
く
わ

ま
す
）
。
さ
て
、
読
め
な
い
と
き
は

60歳以上の人の疾病状況

高血圧、脳いっ血、動脈硬化
など
　　　（43．8％）　　　　　　　　　ノ

乳児の疾病状況

歯、胃腸疾患

　（14．0％）

1、1撃鹸
その他

（18。3％1

皮ふ疾患
（25，3％1

眼、耳

の疾患
“3．0％〕郷

糞
鋸

臓騨鷺緯擁難鱒難
き講禰餐勲ぎ馴交集に勢穫嚢灘難、i繋

　　　　　　　　　　　　　・11県

呼吸器系

（43．8％）

消
費
者
物
価
調
査

に
ご
協
力
を

　
こ
の
調
査
は
県
民
の
消
費
生
活
に

直
接
つ
な
が
り
の
あ
る
四
百
三
十
品

目
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

価
格
や
料
金
を
調
査
し
、
消
費
者
物

価
指
数
の
算
出
や
、
物
価
に
関
す
る

資
料
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
県
の
経
済
諸
施
策
の
基
礎
資
料

に
す
る
目
的
で
行
な
わ
れ
る
わ
け
で

す
。
今
年
度
か
ら
は
毎
月
調
査
す
る

こ
と
に
な
り
、
十
日
町
市
で
は
つ
ぎ

の
三
名
の
調
査
員
が
各
店
舗
お
よ
び

家
賃
調
査
世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
員
氏
名

　
　
　
小
海
　
義
輝
（
川
原
町
）

　
　
　
小
杉
　
広
作
（
美
雪
町
三
）

　
　
　
若
井
　
新
助
（
田
川
町
二
）

青
年
の
船
団
員
を
募
集

　
総
理
府
主
催
の
昭
和
四
十
八
年
青

年
海
外
派
遣
、
青
年
の
船
団
員
を
募

集
し
ま
す
。

期
限
　
四
月
二
十
五
日
（
新
潟
県
民

　
生
部
青
少
年
福
祉
課
必
着
）

く
わ
し
い
こ
と
は
市
教
委
社
会
教
育

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
四
月
一
日
付
市

　
役
所
人
事
異
動

　
　
課
長
級
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

▽
農
林
課
長
、
農
委
事
務
局
長
併
任

　
池
馴
耕
平
（
農
林
課
長
補
佐
）
▽

水
道
課
長
　
阿
部
十
郎
（
衛
生
課

長
）
▽
衛
生
課
長
　
池
田
士
郎
（
衛

生
セ
ソ
タ
ー
長
）
▽
教
委
庶
務
課
長

　
服
部
泰
（
水
道
課
長
補
佐
）
▽
監

査
委
員
事
務
局
長
　
野
上
忠
吉
（
教

委
庶
務
課
長
）
▽
参
事
、
行
政
相
談

員
　
鈴
木
貞
次
（
監
査
事
務
島
長
）

▽
衛
生
セ
ン
タ
ー
長
　
山
田
熊
治

（
農
委
事
務
局
次
長
）
▽
総
務
課
付

行
政
相
談
員
　
越
村
巳
則
（
農
林
課

長
）
▽
総
務
課
付
下
条
出
張
所
主
任

　
藤
田
幸
作
（
水
道
課
長
）
。

旭
ヶ
丘
団
地
分
譲

住
宅
・
分
譲
宅
地

を
募
集

τ

“

2
〆些～

』…対一【

～
臨ll

　
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、

昭
和
四
十
八
年
度
市
内
中
条
旭
ヵ

丘
団
地
の
分
譲
住
宅
（
生
命
保
険

付
）
と
分
譲
宅
地
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
　
四
月
二
十
日
～
四
月
三
十
日

申
し
込
み
先
　
市
役
所
環
境
開
発

　
　
　
　
　
課

募集戸数、面積及び予定価格

種　類 募集区画数
1区画の
面　　積

㎡　当　り

単　　　価 分譲価格
生命保険っき

分譲宅地 6
225㎡
（約68坪）

4，960円 1，120千円

分譲宅地 10
207㎡
（約62坪）

4，960円 1，027千円

生命保険つき分譲住宅6戸（建物）は木造二階建
分譲予定価格1棟351万円～452万円

（第3種郵便物認可）昭和48年4月15日とおかまち（5）

水
道
料
金
が
か
わ
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
i
水
道
事
業
に
．
こ
協
力
を
ー

　
水
道
料
金
の
改
定
が
三
月
の
市
議

会
で
こ
れ
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

い
ま
の
水
垣
料
金
は
昭
和
四
十
年
に

ぎ
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
に
拡
張
事
業
等
に
よ
る
起
債
借
入

額
は
三
億
五
千
万
円
に
の
ぼ
り
、
こ

の
償
還
利
息
は
二
千
三
百
万
円
に
も

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
諸

物
価
の
上
昇
は
つ
い
に
昭
和
四
十
六

年
度
に
お
い
て
、
製
造
原
価
は
収
入

料
金
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
Q

　
水
道
料
金
は
公
共
料
金
と
し
て
、

市
民
生
活
に
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る

だ
け
に
料
金
改
定
は
、
で
ぎ
る
だ
け

さ
け
た
い
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
い

か
に
諸
経
費
の
節
減
と
合
理
化
を
図

っ
て
も
、
運
営
は
苦
し
い
も
の
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て

こ
の
財
政
の
建
て
な
お
し
を
図
る
た

成人式は5月13日

め
料
金
改
定
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で

す
。
収
支
の
不
均
衡
を
解
消
し
、
財

政
の
建
て
直
し
を
図
っ
て
健
全
な
事

家庭用改定料金早見表（2ヵ月

業
運
営
を
行
な
う

た
め
、
な
に
と
ぞ

市
民
の
み
な
さ
ん

の
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

水量 旧料金
新　料　金

水量 旧料金
新　料　金

13％ 16％ 13％ 16％
20㎡まで 600 700 760 45 1，350 1，700 1，760

22 660 780 840 50 1，500 1，900 1，960

24 720 860 920 55 1，650 2，100 2，160

26 780 940 1，000 60 1，800 2，300 2，360

28 840 1，020 1，080 65 1，950 2，500 2，560

30 900 1，100 1，160 70 2，100 2，700 2，760

32 960 1，180 1，240 75 2，250 2，900 2，960

34 1，020 1，260 1，320 80 2，400 3，100 3，160

36 1，080 1，340 1，400 90 2，700 3，500 3，560

38 1，140 1，420 1，480 100 3，000 3，900 3，960

40 1，200 1，500 1，560 200 6，000 7，900 7，960

現在、隔月検針、集金制をとっています。

改定料金表
口径別 基本料金（月） 超過融

13脇 350円（10㎡まで）

1㎡に
っき

40円

16％ 380円（〃）

20％ 480円（〃〉

25％ 580円（ψ）

30％ 680円（・）

40％ goo円
従量
料金
1㎡に
つき

50％ 1，600円

75％ 3，000円

100胎 4，300円

推
進
委
員
制
度
を
発
足

市
交
通
安
全
対
策
会
議

　
市
交
通
安
全
対

策
会
議
は
、
こ
の

ほ
ど
、
交
通
安
全

推
進
員
制
度
を
発

足
さ
せ
、
六
十
人

の
委
員
か
委
嘱
し

て
交
通
モ
ニ
タ
ー

的
な
役
割
を
は
た

し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
母
と
子
で

交
通
マ
ナ
ー
を
勉

強
す
る
会
（
カ
ン
ガ
ル
ー
の
会
）
の

拡
充
強
化
や
地
区
交
通
安
全
座
談
会

を
開
く
な
ど
の
交
通
安
全
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
五
月
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

事
故
防
止
を
中
心
と
し
、
無
謀
運
転

の
追
放
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
交
通
安
全

運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

カ
ン
ガ
ル
ー
の
会
発
会
式

（
4
8
・
4
・
7
　
水
沢
中
央
保
育
所
で
）

L
P
ガ
ス
（
プ
ロ
パ
ン
）

ガ
ス
は
メ
ー
タ
！

Nx

置
暴
ミ
§
『
輔
§
ミ
責
嚢
§
§
N
N
§
N
匿
N
ミ
N
§
N
N
N
輔
輌
N
N
N
§
N
N
N
N
N
輔
團
N
§
§
§
N
N
N
隔
匿

昭和48年度の成人式は5月13日に市民体育館

で行ないます。該当者は昭和27年4月2日～

昭和28年4月i日までに生まれたみなさんで

す。該当されている方で案内の届いていない

方は、十日町市公民館（盈7－50ロ番）へご

連絡ください。

　新成人学級
市公民館では、成人式の該当者を対象に「性

と結婚」の間題を考える新成人学級を開いて

います。期：笥は4月旧日から7月まで毎週水

曜日夜7時一9時まで。会場は市公民館です

仲間をさそっておでかけください。

　　新潟県美術展覧会作品を募集

5月24日か∈）7月16日まで、新潟市、三条市

村上市、佐和田町を会場に開かれる第28回新

潟県美術展覧会の出品作品をつぎのとおり募

集しています。多数ご応募ください。出品目

録等の照会は返信切手を添え、新潟日報事業

部（新潟市東中通1）へ。

搬入受付

　5月19日～20日の午前9時30分～午後4時

　
書
　
芸
　
工
　
塑
　
彫

ゆ
　
　
　
　
ち

付
画
受
版

で
　
、

館
画
物
洋

博
　
、
術
画
真

美
本
写

県
日

潟
　
　
　
、

新
晶
道

　
作

出品手数量1点1，000円1点増すごとに500円

去
る
二
月
一
日
か
ら
重
量
販

売
を
メ
ー
タ
ー
販
売
に
切
り

か
え
ま
し
た
。

　
二
月
一
日
以
前
か
ら
重
量

に
よ
り
販
売
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
特
別
の
場
合
を
除
き

昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
全
部
メ
ー
タ
ー

の
設
置
を
完
了
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

十日町青年学級生募集
～25才の勤労青年を対象に青年学級生を募集して

の

は、お早めに市公民館にお申し込みください。

才
す
者

15

ま
望

　
い
希

自治会活動（随㈲

曜偏
ブ
球

ラ
ク
卓

●

　羽　球

　排球

●行事（随時1

　県外研修

　キャンブ

　文化祭など

●学級だより
　（毎月）

オ全体学習（火曜1　　コース別学習（木曜）
15

●ジユニア　　　i＊グヲレープ誌i灘補佐
16グルーブ、職場、　全暇、友達、性、　！　　　　　　　　i　阿部啓一

趣嚇ど、ミサン順4火）…月丁1jx　…（・B）

糖誌礁霧llii塗三壷
19一≦第4火）●社会罐騰i醗蕾玖の学習i実糞聾陽
　講師捕佐　　　　　　＿＿＿＿＿＿、＋、　　　ノー
2。大島酬・B）鮮言踊孕民i糞廼穫ち鮮習i郷慧各

●エル外懸掌膨、聖学鯉慢ちの学習麟壽㌔
21
　　日常的・実益的　●文化　　　　　　i＊文芸誌　　　　　i実業高校

　　な一般擁　読書・演劇備1もくようび　i野本郁太郎

22ミーテング　驚術図峯・サンi＿／　i吉雷串談

23（　磨繍窯ケ＿／i＋畢騨
24轄蕩師　舘耀、蕪食親擬ちの学習i実蒙齢代

　　　　　　　　　●茶道　　　　　　i＊研究誌　　　　　i茶華道教授
　　　　　　　　　作法、茶道　　　：わたしたちの学習：　田村泰宏
25

固定資産税の納期が1カ月延長

　固定資産税と都市計画税の第1期分の納期は4月末日と

なっていますが、1ヵ月延長し5月末日といたします。こ

れは昭和48年度の地方税法の一部改正案が国会で審議され

ており、その成立が4月中旬頃と見込まれているためです。

　　ご協力をお願いします。　（税務課）　　　　　　　　、



農
博

（6）とおかまち

繍薦
う
た
う
会

　
私
達
、
う
た
う
会
さ

わ
ら
び
は
、
平
和
で
健

康
的
な
ろ
た
を
広
め
る

目
的
を
か
か
げ
十
年
前
に
結
成
さ
れ

た
伝
統
あ
る
会
で
す
。

　
毎
週
日
曜
夜
七
時
三
十
分
か
ら
市

民
会
館
で
例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
仕
事
の
う
た
、
フ
ォ
ー
ク
、
ロ
マ

ソ
チ
ッ
ク
な
恋
の
う
た
、
ま
た
な
つ

か
し
い
童
謡
な
ど
を
中
心
に
や
っ
て

い
ま
す
。
例
会
の
ほ
か
に
う
た
ご
え

喫
茶
や
ハ
イ
キ
ン
グ
等
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。

「
う
た
は
好
き
だ
け
ど
オ
ン
チ
」
と

い
う
人
も
そ
ん
な
こ
と
気
に
し
な
い

ク
…
ッ
…
キ
．
ン
グ

　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
カ
レ
巳
揚
げ

　
主
婦
　
滝
沢
良
子
（
本
町
一
上
）

　
今
、
冷
凍
食
品
が
豊
富
に
出
回
っ

て
お
り
ま
す
が
、
春
の
食
卓
に
冷
凍

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
使
っ
て
天
ぶ

ら
の
こ
ろ
も
の
中
か
ら
の
ぞ
い
た
黄

色
の
粒
に
「
オ
ヤ
ッ
」
と
首
を
か
し

げ
る
の
も
楽
し
い
一
つ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ト
ゥ
モ
ロ
コ
シ
と
カ
レ

ー
粉
の
か
お
り
が
新
鮮
で
美
味
し
い

と
、
若
い
人
に
う
け
て
お
り
ま
す
。

　
材
料
　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ニ
本
、
三

つ
葉
一
束
、
牛
乳
一
本
、
ピ
ー
マ
ソ

ニ
個
、
カ
レ
ー
粉
少
々
（
好
み
の

量
）
卵
一
個
、
植
物
油
、
天
ぶ
ら
粉

調
味
料
少
々
。

　
調
理
法
①
ト
ウ
モ
・
コ
シ
を
軽

く
蒸
し
手
で
粒
を
落
す
（
冷
凍
の
場

さ
わ
ら
び

で
一
緒
に
う
た
い
ま
せ
ん
か
。

（第3種郵便物認可）昭和48年4月15日

四
月
三
十
日
に
市
の
業
務
は

　
　
　
　
　
　
　
　
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
、
祝
日
が
日
曜
日
に
あ
た
る

場
合
、
そ
の
翌
日
を
休
日
と
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
市
で
も
今
後
、

国
民
の
祝
日
が
日
曜
日
に
あ
た
る
と

き
は
、
翌
日
市
の
業
務
を
休
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
と
し
は
、
四
月

二
＋
九
日
の
天
皇
誕
生
日
と
九
月
二

十
三
日
の
秋
分
の
日
が
日
曜
日
に
あ

た
り
ま
す
の
で
そ
の
翌
日
が
休
日
と

な
り
ま
す
。
　
（
三
十
日
は
ご
み
収
集

を
行
な
い
ま
す
。
）

　
事
業
用
の
多
量
の
不
燃

　
物
は
霧
谷
埋
立
地
へ

　
霧
谷
埋
立
地
（
川
西
町
）
は
、
雪

が
消
え
た
た
め
通
行
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
事
業
所
か
ら
出
る
多
量
の

不
燃
物
は
各
自
が
霧
谷
埋
立
地
ま
で

運
ん
で
く
だ
さ
い
。
途
中
荷
く
ず
れ

等
で
ご
み
を
お
と
す
こ
と
の
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
四

ト
ン
車
以
上
は
通
行
不
能
で
す
）

　
さ
わ
ら
び
の
会
（
う
た
ご
え
喫
茶
）

合
は
袋
よ
り
出
し
、
凍
っ
た
ま
ま
で

蒸
し
、
包
丁
で
そ
ぎ
落
す
）
②
三
つ

葉
は
二
秀
位
の
長
さ
に
切
る
。
③
ピ

ー
マ
ン
は
細
切
り
。
但
し
来
客
の
場

合
、
カ
ニ
缶
半
分
を
使
用
す
る
と
良

い
。
以
ヒ
を
混
ぜ
合
わ
せ
調
味
料
を

振
り
野
菜
の
か
き
揚
げ
要
領
で
揚
げ

ま
す
が
、
天
ぶ
ら
粉
を
牛
乳
、
卵
で

溶
き
ヵ
レ
ー
粉
の
味
を
き
か
せ
た
と

こ
ろ
が
、
・
・
ソ
。

　
〈
原
稿
募
集
V

　
主
婦
の
方
で
ご
家
族
に
喜
ば
ぬ
て

い
る
料
理
の
つ
く

り
方
を
紙
面
に
提

供
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
ー
。
二
百

字
位
に
ま
と
め
て

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
明
記
の
上

企
画
広
報
係
へ
。

四
月
休
日
救
急
医

二
十
二
日
中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
　
魯
七
⊥
二
〇
一
八
番

二
十
九
日
池
田
医
院
（
本
町
酉
二

　
　
　
脅
二
－
二
五
八
一
番

　
口
三
歳
児
検
診

　
身
体
測
定
、
診
察
、
歯
科
検
診
、

家
庭
児
童
相
談
員
に
よ
る
相
談
。
▽

四
月
十
九
日
…
…
市
民
会
館
▽
四
月

二
十
日
…
…
川
治
公
民
館
▽
四
月
二

十
四
日
…
：
吉
印
公
民
館
。
い
ず
れ

も
午
後
一
時
～
二
時
ま
で
。
母
子
手

帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　
■
妊
婦
検
診
、
母
親

　
　
教
室

　
四
月
二
十
五
日
…
…
中
条
病
院
で

午
後
一
時
半
－
二
時
半
ま
で
。

　
▽
四
月
二
十
四
日
…
…
十
日
町
砂

利
合
資
本
社
で
。
▽
四
月
二
十
五
日

…
滝
文
工
業
株
式
会
社
女
子
寮

で
。　
■
寄
付
あ
り
が
と
う

　
福
祉
事
業
寄
付
金

　
▽
十
日
町
後
楽
園
ボ
ウ
ル
（
一
周

年
チ
マ
リ
テ
ー
）
…
：
二
万
四
千
八

十
五
円
。
▽
J
C
ス
ク
ー
ル
卒
業
生

一
同
　
・
九
千
八
百
三
十
円
。
▽
田

口
本
一
（
高
田
町
三
南
）
香
典
返
し

…
五
万
円
。
▽
中
川
光
忍
（
新
座

第
一
）
香
典
返
し
…
…
五
万
円
。
▽

大
津
又
八
（
山
本
五
）
…
…
七
千
五

百
＋
四
円
。

　
■
停
電
の
お
し
ら
せ

　
▽
四
月
二
十
日
…
…
浅
川
原
、
午

前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
。
▽
四
月

二
十
七
日
…
…
中
条
上
町
一
部
～
旭

ケ
斤
団
地
、
午
後
二
時
～
午
後
四
時

ま
で
。

　
■
交
通
規
制

　
市
道
美
渡
線
蕨
平
～
三
ッ
山
間
道

路
改
良
工
事
の
た
め
、
五
月
三
十
一

日
ま
で
通
行
止
と
な
り
ま
す
。

公
害
防
止

　
　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
購
入

市
で
は
こ
の
ほ
ど
公
害
防
止
パ
ト
　
　
予
定
し
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ル
車
と
最
新
型
の
騒
音
測
定
器

具
を
購
入
し
、
公
害
の
未
然
防
止
に

威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
根
茂
織
物
㈱
社
長
が

公
害
防
止
施
設
に
寄
付
さ
れ
た
百
万

円
と
市
費
を
加
え
購
入
し
た
も
の
で

す
。隅
今
後
、
市
環
境
開
発
課
で
は
、
騒

音
や
水
質
汚
だ
く
、
悪
臭
、
大
気
汚

染
な
ど
の
苦
情
申
し
立
て
の
測
定
立

入
検
査
な
ど
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
度

は
公
害
の
未
然
防
止
の
資
料
づ
く
り

と
し
て
、
織
機
の
騒
音
実
態
調
査
を

購
入
し
た
公
害
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
車

鎌p
　
齢

く繋ツ紫

　
藩
、
　
。

　
ρ

．
壽　
葛

　
G
　
σ
　
。

、
晦
・
霧
降

　
、
酷
●

鶴
　
　
　
　
弟

霧
誰
　
く
｝

、

、
瞬
勤

ご
冴
霜
b

酬
｝
の
碁
》
、
さ

憂
・
　
さ

キ
勾㌶

つ
羅
悩

ム
ッ喫

！
、
・
　
。

ボ
パ
3
－
　
～
（

ジ
9

倫
壕
後
紀

　
本
号
か
ら
紙
面
を
タ
ブ
ロ
イ
ド
版

か
ら
A
四
版
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
同
時
に
題
字
も
変
更
し
、
心
気
一

転
を
は
か
り
ま
し
た
。
　
（
題
字
は
鈴

木
蘭
氏
）
内
容
面
で
も
、
市
報
と
お

か
ま
ち
が
家
庭
と
市
役
所
を
結
ぶ
か

け
橋
と
し
て
、
さ
ら
に
み
な
さ
ん
に

親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け

て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
原
稿
募
集

　
地
域
の
明
る
い
話
題
、
市
政
へ
の

建
設
的
な
提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
応
募
す
る
と
き
は
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
等
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。
あ
て
先
は
、
市
役
所
企
画
財

政
課
企
画
広
報
係
へ
（
千
歳
町
三
丁

目
）
奮
七
ー
三
一
一
一
番
。
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　趨

おそい　春が

あっという間に

過ぎると

みどりの風

汗ばむ

こどもたちの肌に

こいのぼりがうたう

あしたを

みんなでつくっていく

あかるい　のぞみ

5M、ツ

□199号□

五
月
一
日
～
十
四
日

　
　
　
　
　
こ
ど
も
の
読
書
週
間

五
月
三
日
　
市
消
防
団
春
季
消
防

　
　
　
　
　
演
習

　
　
　
　
　
　
（
憲
法
記
念
日
）

五
月
五
日
　
こ
ど
も
の
日

五
月
五
日
～
十
一
日

　
　
　
　
　
児
童
福
祉
週
間弓

五
月
八
日
　
世
界
赤
十
字
デ
i

五
月
十
日
～
十
六
日
　
愛
鳥
週
間

五
月
十
三
日
　
母
の
日

五
月
十
八
日
　
国
際
善
意
デ
ー

五
月
二
十
一
日
～
三
十
一
日

　
　
　
　
　
家
内
労
働
旬
間

五
月
三
卜
日
　
文
化
財
保
護
法
公

　
　
　
　
　
　
布
記
念
日

　　　　人口

　昭和48年4月1日現在

世帯数　11，104（一45）

人口49，958（一271）

（　）内は

前月との比較

増減
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